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愛知県本部・クリスマス宣伝を実施 

9条改憲・米軍基地は必要ないが多数 
12 月 22 日（日）11 時より、金山駅南口広

場においてクリスマス宣伝を行いました。ク

リスマス前なので、参加者全員がサンタにな

ってテッシュとチラシを通行人にプレゼン

ト。広場はサンタでいっぱい。通行人もサン

タの数も多かったため、チラシとテッシュの

セット 350 は 30 分ほどで配り終えてしまい

ました。シール投票も声をかけると、次々と

応じて順番を待つ人も出てくるほど。今回のシール投票は①あなたは日本に米軍基地が必要

だと思いますか？②あなたは憲法 9 条を改正すべきだと思いますか？という 2 点について。

シールを受け取るとすぐに「基地はいらんよ」と言いながら投票する人もあれば、シールを

持ったまま考え込んでしまう人もありました。中国の 3 人組の青年もシール投票に加わり、

若い人から高齢の人まで、いろんな人との会話が楽しくとても元気になれた宣伝でした。 

安倍９条改憲ＮＯ！ 改憲発議に反対する全国緊急署名 

新年から新たなとりくみがスタートします 
2017 年 5 月 3 日に安倍首相の改憲発言（「2020 年を新しい憲法施行の年にしたい」と

する発言）に対して、全国市民アクションは、2017 年 9 月より 3000 万人署名運動を展開

し、現在に至るまで国会・憲法審査会における改憲議論を許さず、「安倍９条改憲」を止め

ています。追い詰められた安倍首相は、第 200 臨時国会閉会後の記者会見で、「（憲法審

査会の自由討議で）とにかく踏み出すことができた。（憲法改定の）国民の関心は高まりつ

つある。」などと、事実をさかさまに描き、「来たる通常国会の憲法審査会で、与野党の枠

を超えた議論を通じ、憲法改正原案の策定を加速させたい。私の手で成し遂げたい」と強い

執念と意欲を示しました。追い詰められているだけに、通常国会での改憲策動は、凶暴さを

増してくる恐れもあり、突如解散権を行使する可能性もあります。 

市民共同アクションは、この間議論を重ね新署名のとりくみを提起しました。別紙を参照

してください。来年 1 月中旬以降に各組織へ発送を予定しています。春闘期の政治課題と

しても位置づけ各地でともに奮闘しましょう。 
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